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近
世
後
期
、
出
雲
国
母
里
藩
の
医
家
で
あ
る
大
森
泰
輔
は
、
自
作
の
漢
詩
の
中
で
、
人
間
の
尊
さ
に
つ
い
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
思
想
は
、
心
学

者
で
も
あ
っ
た
彼
が
、
朱
子
学
の
論
理
に
基
づ
き
つ
つ
到
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
心
学
、
朱
子
学
、
華
岡
青
洲

は
じ
め
に

　

大
森
泰
輔
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）、
出
雲
国
母
里
藩
士
の
次
男
と
し
て
出

生
し
た
。
六
十
歳
を
過
ぎ
た
天
保
四
年
、
同
五
年
（
一
八
三
三
、三
四
）
の
二
度
に

わ
た
り
、
紀
州
の
華
岡
青
洲
の
塾
へ
赴
い
て
当
時
最
先
端
の
医
術
を
学
ん
で
出
雲
へ

帰
り
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、
八
十
七
歳
で
没
し
た
。
そ
の
著
述
と
旧
蔵
書
は
、

島
根
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
大
森
文
庫
と
し
て
伝
存
す
る
。
泰
輔
の
事
績
、
特

に
華
岡
塾
で
の
学
び
と
そ
れ
に
依
拠
し
て
の
医
療
活
動
に
関
し
て
は
、
梶
谷
光
弘
に

よ
る
詳
細
な
研
究
が
備
わ
り
、そ
の
最
新
の
成
果
は
梶
谷
（2008

）
に
収
録
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
、
泰
輔
に
お
い
て
、
医
学
を
中
心
と
す
る
理
科
系
の
学
問
と
、
一
方
で
彼

が
努
力
し
た
文
科
系
の
学
問
と
の
間
に
統
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た

（
田
中2008a

）。
論
旨
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
大
森
文
庫
に
残
る
泰
輔
の
著
述
、
旧
蔵
書
は
多
岐
に
わ
た
り
、
医
学
書
の
み
な

ら
ず
文
学
・
思
想
・
歴
史
な
ど
文
科
系
の
書
物
が
多
い
こ
と
は
特
に
注
目
に
値
す

る
。

二
、
華
岡
流
の
最
先
端
の
医
術
を
学
ん
で
帰
国
し
た
が
、
公
的
に
就
い
た
地
位
は
母

里
藩
の
心
学
教
訓
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
本
人
は
こ
れ
を
光
栄
と
受
け
と
め
た
。

三
、
泰
輔
に
お
い
て
は
、
心
学
に
由
来
す
る
論
理
が
、
理
科
系
・
文
科
系
の
諸
学
問

に
わ
た
り
思
考
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
。

四
、
心
学
の
創
始
者
石
田
梅
岩
は
、
個
々
人
の
内
面
の
存
養
（
日
常
生
活
や
労
働
の

場
で
の
倫
理
活
動
に
よ
っ
て
心
を
磨
く
こ
と
）
を
重
視
し
た
が
、
そ
の
後
の
心
学

に
お
い
て
は
、
孝
行
、
勤
勉
、
倹
約
の
ご
と
き
日
常
道
徳
の
具
体
的
な
実
践
の
方

に
重
き
を
置
く
傾
向
が
強
く
な
る
。
こ
の
点
で
言
え
ば
、
泰
輔
の
心
学
は
、
梅
岩

の
考
え
方
に
近
い
。

五
、
泰
輔
の
心
学
思
想
は
、
梅
岩
と
同
様
に
朱
子
学
を
基
盤
に
置
い
て
い
る
。
た
だ
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二

し
梅
岩
以
上
に
、
朱
子
学
の
「
性
即
理
」
説
、「
窮
理
」
説
を
重
視
し
て
い
る
。

　
　

泰
輔
は
「
性
即
理
」
説
に
よ
っ
て
、
人
間
は
本
来
自
然
界
に
由
来
す
る
存
在
で

あ
り
、人
間
と
自
然
と
は
連
続
し
て
い
る
と
い
う
思
考
を
手
に
入
れ
た
。
ま
た「
窮

理
」
説
に
よ
っ
て
、
人
間
は
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
真
理
を
探
究
す
べ
き
で
あ
る
（
自

然
、
人
間
、
社
会
全
て
が
学
問
の
対
象
で
あ
る
）
と
い
う
思
考
と
態
度
と
を
手
に

入
れ
た
。

六
、
泰
輔
は
自
作
の
漢
詩
の
中
で
、
人
間
の
生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。

こ
の
思
想
を
根
底
に
置
く
こ
と
で
、
医
学
を
中
心
と
す
る
理
科
的
探
究
と
、
心
学

を
中
心
と
す
る
文
科
的
探
究
と
は
、
共
に
人
間
を
成
長
さ
せ
、
ま
た
人
間
の
た
め

に
寄
与
す
る
営
み
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
一
つ
に
統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
泰
輔
に
お
け
る
文
理
統
合
の
有
り
様
を
把
握
し
た
の
で
あ
る
が
、
特

に
最
後
の
六
に
関
連
し
て
、
泰
輔
が
こ
の
、
人
間
を
重
ん
ず
る
思
想
に
辿
り
着
い
た

経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ

い
て
、
泰
輔
の
著
『
道
話
雑
記
』
を
そ
の
後
改
め
て
調
査
し
た
結
果
見
出
さ
れ
た
事

柄
を
中
心
に
掲
げ
な
が
ら
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。『
道
話
雑
記
』
は
、
泰
輔

が
母
里
藩
か
ら
心
学
教
訓
に
任
ぜ
ら
れ
た
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
月
以
降
、
同

十
年
三
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
記
述
し
た
心
学
講
義
の
ノ
ー
ト
と
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

な
お『
道
話
雑
記
』全
六
冊
の
う
ち
、泰
輔
の
基
本
的
見
解
が
頻
出
す
る「
天
」「
地
」

二
冊
の
画
像
を
収
録
し
、
解
題
を
付
し
た
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
た
（
田
中2008b

）。
随
所

に
施
さ
れ
た
書
き
入
れ
な
ど
、
講
義
ノ
ー
ト
と
し
て
の
実
態
を
窺
う
に
は
、
こ
ち
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

大
森
泰
輔
に
お
け
る
「
性
即
理
」
説

　

泰
輔
の
心
学
へ
の
傾
倒
は
十
代
の
頃
に
始
ま
り
、
終
生
続
く
。
以
下
、
梶
谷

（2003

）
所
収
の
年
譜
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。
ま
ず
十
五
歳
の
頃
、
心
学
者
手
島
堵
庵

の
門
人
で
あ
っ
た
三
嶋
庄
吉
と
い
う
人
物
か
ら
心
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
京
都
の
佐
々

木
丹
後
と
い
う
人
物
と
は
二
十
五
歳
の
時
に
出
会
い
、
後
に
六
十
三
歳
の
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）、
第
一
回
の
華
岡
塾
留
学
へ
向
か
う
途
中
、
京
都
に
立
ち
寄
っ
て
再
会

し
、
教
え
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
天
保
五
年
、
第
二
回
の
華
岡
塾
留
学
中
の
こ

と
、
大
坂
に
あ
る
華
岡
の
分
塾
へ
行
っ
た
折
、
樹
下
先
生
な
る
心
学
者
に
教
え
を
受

け
て
い
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
樹
下
先
生
と
は
、
樹
下
宇
右
衛
門
（
生
年
未
詳
、
天

保
十
一
年
（
一
八
四
○
）
没
。
名
は
恂
、
樹
下
翁
と
号
す
）
と
見
な
し
て
よ
い
と
考

え
る
。
大
坂
の
心
学
者
で
、『
心
の
行
衛
』『
古
今
道
之
栞
』
な
ど
を
著
し
た
人
物
で

あ
る
（『
国
書
人
名
辞
典
』
第
七
巻
に
立
項
さ
れ
る
）。

　

泰
輔
は
心
学
者
と
し
て
、
単
に
先
人
の
説
を
人
に
講
ず
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の

理
論
の
構
築
に
努
力
を
続
け
た
。
そ
の
際
彼
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
朱
子
学
の
「
性

即
理
」
説
で
あ
っ
た
。
朱
子
学
の
「
性
即
理
」
説
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
修
養
の

説
と
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
田
中
（2008a

）
に
お
い
て
も

触
れ
た
が
、
改
め
て
掲
げ
る
）。

　

万
物
に
は
「
理
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、
人
間
も
例
外
で
は
な
い
。
人
間
は
生
ま
れ

る
時
、
天
か
ら
「
理
」
を
賦
与
さ
れ
、
そ
れ
が
内
面
（
心
）
に
宿
っ
て
お
り
、「
性
」

と
呼
ば
れ
る
（
＝
性
は
即
ち
理
で
あ
る
）。

　

さ
て
こ
の
「
性
」
は
本
来
優
れ
た
善
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
欲
望
な
ど

に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
居
敬
」
と
い
う
、
内
面
を
磨
く
修
養
が
必

要
と
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
だ
け
で
は
主
観
に
陥
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
外
面
的
客
観

的
な
修
養
を
併
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
雲
の
医
家
大
森
泰
輔
の
人
間
観
と
学
問
観
（
田
中
則
雄
）

－ 151 －



三

　
「
理
」
は
、
天
体
や
動
植
物
、
さ
ら
に
は
社
会
的
事
象
に
至
る
ま
で
、
宇
宙
の
万

物
に
備
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
探
究
し
て
突
き
詰
め
て
行
く
と
、
最
終
的
に
は
、
根

源
究
極
の
「
理
」（
太
極
）
に
到
達
す
る
。
こ
う
し
て
個
々
の
事
物
の
「
理
」
か
ら

根
源
究
極
の
「
理
」（
太
極
）
へ
と
到
達
す
べ
く
窮
め
て
行
く
営
み
の
こ
と
を
「
窮
理
」

と
い
う
。
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
不
可
欠
な
修
養
で
あ
る
。「
窮
理
」
は
今
日
で
い
う

学
問
的
探
究
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
が
、
あ
く
ま
で
も
探
究
の
結
果
、
そ
の
人
間

の
人
格
が
成
長
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
修
養
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

泰
輔
は
こ
の「
性
即
理
」説
を
、ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
道

話
雑
記
』
の
「
理
学
の
奥
義
」
と
い
う
項
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
な
お
理
学

と
は
、
朱
子
学
の
こ
と
を
言
う
。

    　

心
は
虚
に
し
て
天
也
。
形
は
ふ
さ
が
つ
て
地
也
。
呼
吸
は
陰
陽
也
。
こ
れ
を
継

者
は
善
也
。
用0

を
な
す
処
を
主
る
。
体0

は
性
也
。
是
を
以
て
見
よ
。
人
は
一

箇
の
小
天
地
也
。
我
も
一
箇
の
天
地
と
知
ら
ば
、
何
に
不
足
の
有
る
べ
き
や
。

　

泰
輔
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼

は
こ
こ
で
、「
体
」（
根
源
的
、
本
質
的
な
も
の
）
と
「
用
」（
具
体
的
、
個
別
的
な

も
の
）
と
い
う
捉
え
方
を
基
盤
に
置
い
て
い
る
。「
天
│
地
」
と
い
う
の
は
、
天
空

と
地
上
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
意
味
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
「
体
│
用
」
に
対
応
し

て
、「
天
」
は
こ
の
宇
宙
に
お
け
る
根
源
的
な
も
の
、「
地
」
は
、
こ
の
「
天
」
に
基

づ
い
て
存
在
し
て
い
る
物
質
、
物
体
、
現
象
な
ど
の
こ
と
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。

　

か
く
し
て
人
間
は
、「
心
」
と
「
形
」（
身
体
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
）
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
と
捉
え
る
。「
心
」
は
虚
で
あ
っ
て
、大
き
さ
、色
、形
態
な
ど
を
持
た
な
い
。

一
方
「
形
」（
身
体
）
は
「
ふ
さ
が
つ
て
」
い
る
、
つ
ま
り
物
質
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

大
き
さ
、
色
、
形
態
な
ど
が
あ
る
。「
天
地
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、「
心
」
は
「
天
」

に
、「
形
」（
身
体
）
は
「
地
」
に
対
応
す
る
。
こ
れ
は
前
掲
し
た
朱
子
学
の
、
人
間

は
生
ま
れ
る
時
に
天
か
ら
理
（
＝
性
）
を
賦
与
さ
れ
心
に
宿
し
て
い
る
と
い
う
説
と

も
合
致
す
る
。

　
「
呼
吸
は
陰
陽
也
」、
即
ち
呼
吸
は
自
然
の
作
用
と
し
て
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
人

間
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
用
を
な
す
処
を
主
る
」、
身
体
の
具
体
的
な
機
能
を
保

つ
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
で
「
こ
れ
を
継
者
は
善
也
」、
人
間
は
自
然
界
か
ら
善
な

る
も
の
を
受
け
継
ぐ
と
言
う
。
留
意
す
べ
き
は
、
自
然
と
人
間
と
の
連
続
を
、
生
物

学
的
に
の
み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
道
徳
的
観
点
を
融
合
さ
せ
て
い
る
点
で

あ
る
。

　
「
体
は
性
な
り
」
と
は
、「
体
│
用
」
の
「
体
」
に
該
当
す
る
の
は
「
心
」、
特
に

そ
の
核
を
な
す
「
性
」
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
も
、
人
間
が
天
か

ら
賦
与
さ
れ
た
性
は
本
来
善
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
朱
子
学
説
と
合
致
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
人
は
一
箇
の
小
天
地
」
と
い
う
認
識
に
辿

り
着
く
。
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

    　
　

天
│
│
│
│
地

       　

   【
呼
吸
】

    

心
﹇
性
﹈
│
│
形
（
身
体
）

    　
　

体
│
│
│
│
用

　

な
お
右
の
一
節
で
呼
吸
の
こ
と
に
触
れ
て
い
た
が
、こ
れ
に
つ
い
て
『
道
話
雑
記
』

の
「
万
物
一
体
」
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

    　

天
地
万
物
人
我
一
体
と
云
証
拠
は
、
人
の
呼
吸
に
て
知
る
べ
し
。
呼
吸
は
直
に
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四

天
地
の
陰
陽
也
。

人
間
の
呼
吸
も
自
然
現
象
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
が
、
大
き
な
自
然

界
と
連
続
し
な
が
ら
そ
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い

る
。

　

こ
こ
で
前
掲
拙
稿
に
も
引
用
し
た
が
、泰
輔
の
詩
文
集
『
不
明
妄
作
』
に
収
め
る
、

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
六
月
十
四
日
に
記
し
た
と
す
る
「
無
常　

辞
世
」
の
詩
を

参
照
す
る
。

　
　

吾
が
身
未
だ
生
ぜ
ざ
る
前
は
則
ち
吾
が
心
天
に
在
り
。

　
　

吾
が
身
既
に
生
ず
る
の
後
は
則
ち
天
吾
が
心
に
在
り
。

　
　

吾
が
身
死
す
る
と
き
は
則
ち
心
元
の
天
に
帰
る
の
み
。

こ
れ
は
「
性
即
理
」
の
論
理
そ
の
も
の
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
こ
こ
で
泰
輔
の
意

識
が「
吾
が
心
」に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
自
然
と
人
間
と
は
繋
が
っ

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
な
く
、
自
分
の
内
面
（
心
）
に
思
い
を
遣
り
、
こ
れ
が

天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
（
自
然
界
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
）
も
の
で
あ
る
と
観
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
自
ず
と
、
で
は
そ
の
よ
う
な
心
の
本
質
と
は
一
体

何
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
へ
と
、
彼
を
導
い
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二　

孝
弟
の
説

　

泰
輔
は
、
人
間
と
自
然
界
と
は
連
続
し
て
い
て
、
人
間
の
心
は
自
然
界
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
思
考
を
大
前
提
に
置
き
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
心
の

本
質
と
は
何
で
あ
る
か
と
考
え
て
行
っ
た
。
先
に
掲
げ
た
『
道
話
雑
記
』「
理
学
の

奥
義
」
の
項
、
そ
の
後
続
部
分
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

平
日
孝
弟
に
し
て
五
常
の
道
を
離
れ
ざ
れ
ば
、
天
理
の
本
性
に
合
す
と
言
ふ
べ

し
。
然
ば
天
と
我
と
一
体
也
。
是
即
ち
小
天
地
也
。
是
に
過
た
る
楽
し
み
あ

る
べ
か
ら
ず
。

平
素
か
ら「
孝
弟
」に
し
て
五
常（
仁
義
礼
智
信
）を
離
れ
な
い
な
ら
、天
理
の
本
性（
人

が
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
理
（
＝
性
））
に
合
致
す
る
と
言
う
。
言
葉
の
元
来
の
意
味

か
ら
す
れ
ば
、「
孝
」
と
は
、
子
が
親
に
仕
え
尽
く
す
こ
と
、「
弟
」（
悌
と
も
書
く
）

と
は
、
弟
が
兄
に
仕
え
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
は
た
し
て
泰
輔
が
考
え
て
い

る
の
は
、
単
に
上
位
者
に
従
う
心
と
い
う
よ
う
な
平
板
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
道
話
雑
記
』
に
は
ま
た
「
性
は
孝
弟
而
已
」
と
い
う
項
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う

に
言
う
。

　
　

性
善
は
一
貫
の
別
名
に
し
て
、
孝
弟
は
忠
恕
の
異
称
と
決
定
す
べ
し
。

泰
輔
が
踏
ま
え
て
い
る
の
は
、『
論
語
』
里
仁
篇
の
、
孔
子
が
「
吾
が
道
は
一
以
て

之
を
貫
く
」
と
言
い
、
弟
子
の
曾
子
が
、「
夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み
」
と
答
え
た
と

い
う
有
名
な
一
節
で
あ
る
。
孔
子
の
道
に
は
こ
れ
を
貫
く
一
な
る
根
本
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
即
ち
忠
恕
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
泰
輔
は
こ
こ
で
「
性
善
」、
即

ち
前
節
で
見
た
よ
う
な
、
人
間
が
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
善
な
る
性
が
、
こ
の
一
な
る

根
本
で
あ
る
「
忠
恕
」
に
該
当
す
る
と
言
う
。
そ
し
て
「
孝
弟
」
こ
そ
が
そ
の
「
忠

恕
」
に
該
当
す
る
と
解
す
る
。
こ
れ
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

    

善
な
る
性　
（
＝
孔
子
の
道
を
貫
く
一
な
る
根
本
＝
忠
恕
）　

＝　

孝
弟
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五

要
す
る
に
、
人
間
の
善
な
る
性
と
は
「
孝
弟
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
忠
恕
」
と
同
内
容
で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
は
一
旦
、
忠

恕
と
は
、
誠
実
に
人
を
思
い
遣
る
こ
と
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
解
し
て
お
い
て
検
討

を
進
め
る
。

　

続
く
「
同
断
」
と
い
う
項
（
即
ち
、
同
じ
く
「
性
は
孝
弟
而
已
」
の
項
で
あ
る
と

の
意
）
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

性
は
即
ち
天
理
也
。
然
れ
ば
孝
弟
を
離
れ
ざ
る
は
、
天
地
一
体
に
し
て
、
是
一

箇
の
小
天
地
な
り
。

性
は
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
理
で
あ
る
と
言
っ
た
上
で
、
然
れ
ば
、
人
間
が
「
孝
弟
」

を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
人
間
と
天
地
と
が
一
つ
だ
か
ら
な
の
だ
と
言
う
。
泰
輔

が
言
い
た
い
の
は
、「
孝
弟
」
は
決
し
て
教
導
さ
れ
て
獲
得
す
る
と
い
う
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、人
間
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
「
孝
弟
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
心
の
あ
り
方
を
言
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
泰
輔
は
「
孝
弟
」
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
再
三
に
わ
た
っ
て
肉
親
の
看
病
の

話
を
例
に
挙
げ
る
。「
石
田
氏
開
悟
」
と
い
う
項
に
、
心
学
の
祖
石
田
梅
岩
の
話
を

掲
げ
て
言
う
。

　
　

昔
石
田
勘
平
、
母
の
苦
患
看
病
の
時
、
忽
然
と
し
て
、
堯
舜
の
道
は
孝
弟
而
已

と
決
定
し
、豁
然
と
開
悟
有
り
し
由
也
。
易
に
、「
一
陰
一
陽
、之
を
道
と
謂
ふ
。

之
を
継
ぐ
者
は
善
也
。
之
を
成
す
者
は
性
也
」
と
。
孟
子
の
性
善
に
非
ず
や
。

泰
輔
は
こ
こ
で
『
易
』
の
繋
辞
上
伝
の
一
節
を
掲
げ
て
、「
陰
陽
が
め
ぐ
り
な
が
ら

起
こ
る
自
然
界
の
現
象
の
根
源
に
あ
る
の
が
「
道
」（
こ
の
場
合
「
理
」
と
等
し
い
）

で
あ
り
、
人
間
は
こ
れ
を
善
な
る
も
の
と
し
て
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
れ
が
「
性
」

で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
、
全
く
『
孟
子
』
の
性
善
説
と
重
な
る
の
だ
、
と
説
い
て
い

る
。
先
に
第
二
節
に
引
い
た
「
理
学
の
奥
義
」
の
項
に
も
、「
呼
吸
は
陰
陽
也
。
こ

れ
を
継
者
は
善
也
」
と
あ
っ
た
。
呼
吸
は
自
然
界
の
陰
陽
の
め
ぐ
り
に
他
な
ら
な
い

と
し
て
、
そ
こ
に
人
間
と
自
然
界
と
の
連
続
を
捉
え
つ
つ
、
人
間
は
そ
の
自
然
界
か

ら
善
な
る
も
の
を
受
け
継
い
で
い
る
と
述
べ
て
い
た
。
さ
て
右
の
引
用
で
は
、
石
田

梅
岩
の
話
を
掲
げ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
善
な
る
も
の
と
は
「
孝
弟
」
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
梅
岩
が
母
親
の
看
病
中
に
心
の
中
で
捉
え
た
ご
と
き
も
の
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
「
李
勣
姉
を
重
ん
ず
」
の
項
に
は
、
唐
の
李り

勣せ
き

（
高
祖
の
臣
で
あ
っ
た
人
）
が
姉

を
献
身
的
に
看
病
し
た
話
を
掲
げ
る
。

　
　

小
学
に
云
、
唐
の
李
勣
と
申
す
は
貴
き
身
分
の
人
也
。
其
姉
病
気
の
時
、
自

身
に
粥
を
煮
る
と
て
、
過
て
我
が
鬚
を
焚
け
り
。
姉
の
曰
く
、「
僕メ
シ
ツ

女カ
ヒ

多
し
。

何
ゆ
へ
自
身
に
粥
を
煮
て
鬚
ま
で
焼
き
玉
ふ
ぞ
や
」
と
。
李
勣
の
曰
く
、「
其

人
な
き
に
は
非
ざ
れ
ど
も
、
今
姉
の
年
老
た
り
。
吾
も
亦
老
た
り
。
若
姉
卒

し
給
ひ
て
后
は
、
い
か
に
粥
を
煮
て
ま
い
ら
せ
ん
と
思
ふ
と
も
、
詮
な
か
る

べ
し
」
と
云
へ
り
。
誠
に
兄
弟
の
道
を
厚
く
守
り
し
人
な
ら
ず
や
。

泰
輔
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の
は
、
李
勣
が
自
分
の
動
機
を
説
明
し
て
い
る
部
分
で

あ
ろ
う
。弟
は
姉
に
尽
く
す
べ
し
と
誰
か
に
教
え
ら
れ
た
な
ど
と
い
う
の
で
は
な
い
。

自
ず
と
湧
き
出
た
姉
へ
の
思
い
を
、
天
与
の
性
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
い
る
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
玄
宗
鬚
を
焦
し
玉
ふ
」
の
項
に
も
、
唐
の
玄
宗
に
関
わ
る
類
話
を
掲
げ
る
。
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六

　
　

玄
宗
軍
談
に
云
、
玄
宗
皇
帝
は
勝
れ
て
仁
厚
温
和
に
在
ま
し
て
、
御
連
枝
五
王

に
御
慈
愛
甚
だ
深
く
、
大
ひ
な
る
衾
に
長
き
枕
を
調
へ
、
諸
王
と
共
に
寝
さ

せ
給
ひ
、
飲
食
起
居
を
同
ふ
し
玉
ひ
け
る
。
或
時
五
王
の
中
、
薛
王
病
に
染

て
打
臥
玉
ふ
に
、
玄
宗
嘆
か
し
く
思
食
し
、
為
に
自
ら
薬
を
煮
さ
せ
玉
ふ
に
、

窓
の
嵐
に
火
気
御
鬚
を
焦
し
け
り
。
近
臣
驚
き
救
ふ
所
に
、玄
宗
宣
ひ
け
る
は
、

「
此
薬
を
飲
し
め
て
疾
の
愈
る
事
だ
に
有
ら
ば
、
我
が
鬚
何
ぞ
惜
む
に
足
ら
ん
」

と
有
し
が
、
疾
は
程
な
く
愈
し
と
な
ん
。

こ
こ
で
泰
輔
は
、『
通
俗
唐
玄
宗
軍
談
』（
中
村
昂
然
作
、
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）

刊
）
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
は
、
彼
が
言
お
う
と
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
の

に
誠
に
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、「
大
ひ
な
る
衾
に
長
き
枕
を
調
へ
、

諸
王
と
共
に
寝
さ
せ
給
ひ
、
飲
食
起
居
を
同
ふ
し
玉
ひ
け
る
」
と
は
、
玄
宗
が
兄
弟

の
王
た
ち
に
深
い
愛
情
を
注
い
で
い
た
こ
と
を
、
具
体
的
な
行
為
の
描
写
に
よ
っ
て

読
者
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
玄
宗
の
薛
王
に
対
す
る
看
病
と
い
う

行
為
が
、
純
粋
な
愛
情
に
基
づ
き
自
ず
と
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
思
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
端
的
に
表
さ
れ
る
。

　

さ
て
泰
輔
は
、「
舜
帝
の
忍
徳
」
と
い
う
項
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

孝
と
い
へ
ど
も
、
親
に
孝
の
み
に
て
は
な
し
。
親
に
孝
は
申
す
に
及
ば
ず
、
子

を
も
大
切
に
な
し
、
兄
弟
を
も
、
又
は
他
人
ま
で
も
大
切
に
せ
ね
ば
、
誠
の

孝
に
は
な
ら
ず
。
論
語
に
も
、「
君
君
た
り
、
臣
臣
た
り
、
父
父
た
り
、
子
子

た
り
」
と
見
へ
た
り
。「
此
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
粟
有
り
と
雖
も
、
吾
得
而

食
せ
ん
哉
」
と
也
。
考
ふ
べ
し
。

上
位
者
に
向
か
っ
て
す
る
こ
と
か
ど
う
か
な
ど
、
問
題
に
な
ら
な
い
。
検
討
し
て
き

た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
で
泰
輔
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
人
が
人
を

愛
お
し
く
思
う
心
情
の
こ
と
と
解
し
て
、
ま
ず
は
誤
り
な
か
ろ
う
。
な
お
泰
輔
が
引

い
て
い
る
の
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

　
　

斉
の
景
公
、政
を
孔
子
に
問
ふ
。
孔
子
対こ
た

へ
て
曰
く
、「
君
君
た
り
、臣
臣
た
り
、

父
父
た
り
、子
子
た
り
」と
。
公
曰
く
、「
善
い
か
な
。
信ま
こ
と

に
如も

し
君
君
た
ら
ず
、

臣
臣
た
ら
ず
、
父
父
た
ら
ず
、
子
子
た
ら
ず
ん
ば
、
粟ぞ
く

あ
り
と
雖
も
、
吾
豈

に
得
て
諸こ

れ
を
食
ら
は
ん
や
」
と
。

泰
輔
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
景
公
に
よ
る
、
政
の
基
本
と
は

何
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
孔
子
は
、
君
は
君
と
し
て
臣
を
思
い
、
臣
は

臣
と
し
て
君
を
思
う
こ
と
（
父
子
の
間
に
つ
い
て
も
同
様
）
と
答
え
る
。
景
公
は
、

全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
賛
同
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
自
分
は
米
が
あ
っ
て
も
喉

を
通
ら
な
い
と
答
え
た
、
と
。

　

人
が
人
を
愛
お
し
く
思
う
心
情
は
、男
女
の
情
愛
の
根
底
を
も
な
す
。「
夫
婦
の
誠
」

と
い
う
項
に
次
の
よ
う
な
論
が
あ
る
。

　
　

或
書
に
云
、
天
地
交
感
し
て
男
女
を
生
ず
。
是
を
気
化
と
云
。
其
男
女
自
ら

交
て
種
生
ず
。
是
を
形
化
と
云
。
此
形
気
盛
に
し
て
、
気
化
漸
く
衰
へ
た
り
。

然
而
男
は
女
を
思
ひ
、
女
は
男
を
思
ふ
。
是
自
然
の
理
に
し
て
、
人
と
し
て

此
情
な
き
事
能
は
ず
。
其
情
通
じ
た
る
を
夫
婦
と
云
。
其
中
に
切
な
る
誠
有

れ
ば
、
自
然
と
外
に
顕
る
ゝ
故
色
と
云
。

天
地
の
作
用
と
し
て
「
気
化
」「
形
化
」
と
進
む
中
で
男
女
が
生
じ
人
が
生
ず
る
と

い
う
。
興
味
深
い
の
は
そ
の
次
の
く
だ
り
で
、
だ
か
ら
男
女
は
互
い
に
相
思
う
の
だ
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七

と
す
る
。
男
女
間
の
情
愛
も
、
人
間
が
生
ま
れ
る
時
に
自
然
の
理
（
＝
性
と
言
い
換

え
て
可
）
と
し
て
賦
与
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
の
情
を
互
い
に

通
じ
合
っ
た
も
の
が
夫
婦
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
切
な
る
誠
（
極
め
て
強
い
情
愛
）
が

あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、

　
　

元
来
夫
婦
は
他
人
な
れ
ど
も
、
其
親
し
み
骨
肉
に
増
る
も
の
は
、
互
の
誠
を
失

は
ざ
る
ゆ
へ
也
。

と
も
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
泰
輔
は
朱
子
学
の
「
性
即
理
」
説
を
拠
り
所
と
し
な
が
ら
、
そ

の
「
性
」
の
本
質
を
、
人
間
生
来
の
、
人
が
人
を
愛
お
し
く
思
う
心
情
と
捉
え
る
見

解
に
到
達
し
た
。
改
め
て
『
道
話
雑
記
』
を
通
読
す
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
終
始
一
貫

し
て
お
り
、
母
里
藩
の
人
々
に
対
す
る
講
義
も
、
こ
の
思
想
を
伝
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

泰
輔
の
学
問
観
、
そ
の
人
間
観
と
の
関
わ
り

　
『
道
話
雑
記
』
の
中
で
泰
輔
は
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
楽
し
み
を
力
説

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
や
は
り
「
性
即
理
」
説
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。「
学
ば

ざ
れ
ば
天
楽
を
知
ら
ず
」
の
項
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

人
に
天
地
よ
り
受
得
た
る
太
和
の
元
気
あ
り
。
是
人
の
生
て
や
は
ら
ぎ
悦
べ
る

い
き
お
ひ
の
止
ま
ざ
る
者
也
。
是
を
名ナ
ヅ
ケ

て
楽
み
と
云
。
然
ど
も
小
人
は
学
ば

ざ
れ
ば
是
を
知
ら
ず
。
只
人
の
み
此
楽
あ
る
に
非
ず
。
鳥
獣
草
木
も
此
楽
み

あ
り
。
人
私
慾
に
さ
へ
ら
れ
て
此
楽
み
を
知
ら
ざ
る
は
、
彼
鳥
獣
草
木
に
も

劣
れ
り
。

天
与
の
「
太
和
の
元
気
」
な
る
も
の
を
挙
げ
、
そ
れ
を
「
人
の
生
て
や
は
ら
ぎ
悦
べ

る
い
き
お
ひ
の
止
ま
ざ
る
者
」
と
説
明
す
る
。
人
間
が
自
然
界
か
ら
与
え
ら
れ
た
生

き
る
力
の
ご
と
き
も
の
と
解
し
得
る
。
こ
こ
で
「
太
和
」「
や
は
ら
ぎ
」
と
言
う
の

は
、
自
然
界
の
調
和
の
作
用
が
生
命
を
生
み
出
す
と
捉
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
人
の
心
は
私
慾
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
学
ぶ
こ
と
で
こ
れ
を
克
服
し
な
け
れ

ば
、
こ
の
楽
し
み
を
感
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
「
本
性
之
楽
」
の
項
に
言
う
。

　
　

人
の
心
の
内
に
元
来
此
楽
あ
り
。
私
慾
に
引
れ
ざ
れ
ば
、
時
と
な
く
所
と
し
て

楽
し
か
ら
ず
と
云
事
な
し
。
是
本
性
よ
り
流
れ
出
た
る
楽
也
。
外
に
求
る
に

非
ず
。
朝
な
夕
な
目
の
前
に
満
た
る
天
地
の
し
わ
ざ
、
月
日
の
明
光
、
四
時

の
め
ぐ
り
、
折
々
の
景
気
、
雲
烟カ
ス
ミ

の
た
な
び
け
る
、
雪
の
き
よ
き
、
花
の
よ

そ
ほ
ひ
、
鳥
獣
虫
魚
の
し
わ
ざ
、
こ
と
〴
〵
く
楽
に
非
ず
と
云
ふ
事
な
し
。

こ
こ
で
、
こ
の
楽
し
み
は
己
の
本
性
よ
り
流
れ
出
た
る
も
の
で
あ
り
、
外
に
求
め
る

も
の
で
は
な
い
と
言
い
つ
つ
、
様
々
の
自
然
現
象
を
列
挙
す
る
の
で
一
見
分
か
り
づ

ら
い
が
、
以
下
の
よ
う
に
解
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
即
ち
こ
こ
で
も
朱
子
学
の
「
性

即
理
」
の
論
理
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
人
間
の
内
面
（「
心
の
内
」）
に
は
、
本
来

天
か
ら
理
が
賦
与
さ
れ
て
性
（「
本
性
」）
と
し
て
備
わ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
私
慾
に

よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
把
握
し
に
く
い
。
そ
こ
で
自
然
界
に
備
わ
る
理
を
窮

め
る
の
で
あ
る
。
窮
め
た
末
に
到
達
す
る
根
源
究
極
の
理
は
、
人
間
に
備
わ
る
性
と

同
じ
で
あ
る
（
性
即
理
）。
か
く
し
て
窮
理
の
営
み
に
よ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
己

の
性
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
楽
し
み
を
感
受
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
朱
子
学
の
「
窮
理
」
説
に
お
い
て
、
探
究
の
結
果
そ
の
人
間
の
人
格
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八

が
成
長
向
上
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
泰
輔
の
考
え
方

は
こ
れ
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。
単
に
自
分
の
外
面
に
あ
る
事
象
を
探
究
す
る
の

み
で
己
の
内
面
に
帰
結
し
な
い
よ
う
な
営
み
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

ま
た
「
内
外
の
楽
を
失
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

学
ば
ざ
れ
ば
人
は
内
に
あ
る
楽
を
し
ら
ず
、
又
外
な
る
楽
を
む
な
し
く
す
。
内

外
二
つ
な
が
ら
失
へ
り
。

こ
れ
を
肯
定
の
表
現
で
言
い
換
え
れ
ば
、
人
は
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
内
面
に
あ
る
楽

し
み
を
知
り
、
ま
た
同
時
に
外
面
に
あ
る
楽
し
み
を
も
知
る
、
と
な
る
。
こ
こ
で
言

う
「
楽
」
と
は
、
学
問
の
面
白
さ
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
な
意
味
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
も
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
「
太
和
の
元
気
」
を
把
握
し
実
感
す
る
こ
と
で
も
た

ら
さ
れ
る
楽
し
み
で
あ
る
。
自
然
界
と
向
き
合
い
探
究
す
る
こ
と
で
、
自
然
界
が
自

分
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
生
命
を
把
握
し
実
感
す
る
時
に
得
ら
れ
る
喜
悦
の
こ
と
を

言
お
う
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
田
中
（2008a

）
に
も
引
い
た
『
不
明
妄
作
』
所
収
「
人
間
を
重
ん
ず
」

の
詩
を
掲
げ
る
。

　
　

日
は
是
れ
太
陽
の
精　
　

月
は
又
太
陰
の
精

　
　

人
は
其
の
両
精
を
合
す　

何
ぞ
過
て
此
身
を
軽
ん
ぜ
ん

泰
輔
が
詠
も
う
と
し
て
い
る
の
は
、
宇
宙
の
最
も
純
粋
な
精
髄
を
賦
与
さ
れ
て
生
ま

れ
た
人
間
の
尊
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
人
は
尊
い
と
言
え
る
の
か
。

見
て
き
た
よ
う
な
人
間
観
、
学
問
観
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
人
間
は
生
ま
れ
る
時
、宇
宙
か
ら
「
孝
弟
」
を
授
か
る
。
こ
れ
は
、

自
ず
と
人
を
愛
お
し
い
と
思
う
心
の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
ま
た
、
学
ぶ
こ
と
を
積

ん
だ
な
ら
ば
、「
太
和
の
元
気
」、
自
然
界
が
与
え
て
く
れ
た
生
命
の
力
を
把
握
し
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
孝
弟
」
と
「
太
和
の
元
気
」
が
、
人
間
の
内
面
に

備
わ
る
「
性
」
の
中
身
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
性
」
は
、
人
間
が
生
ま
れ
る
時
に

賦
与
さ
れ
た
宇
宙
の
精
髄
そ
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
人
間
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き

存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

泰
輔
の
人
間
観
と
学
問
観
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
性
即
理
」
説
に
立
脚
し
て

築
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
泰
輔
は
こ
の
よ
う
な
思
想
に
突
き
動
か
さ
れ

つ
つ
、
心
学
と
医
学
と
を
、
共
に
人
を
愛
し
生
か
す
た
め
の
営
み
と
信
じ
て
、
こ
れ

に
尽
力
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕　

引
用
に
際
し
て
、
底
本
に
お
け
る
漢
文
の
部
分
は
読
み
下
し
た
。
適
宜
濁

点
を
施
し
、
ま
た
明
ら
か
な
誤
記
は
訂
正
し
た
。
ル
ビ
は
読
解
に
不
便
の
な
い
も

の
は
省
略
し
た
。句
読
点
は
新
た
に
施
し
た
。傍
点
、傍
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。

引
用
文
献

梶
谷
光
弘2003

「
母
里
藩
の
医
者
大
森
不
明
堂
三
楽
の
生
涯
│
出
雲
国
へ
の
華
岡
流
医
術
の

伝
播
│
」『
山
陰
史
談
』
第
三
十
一
号
、
四
一
│
八
六
ペ
ー
ジ

梶
谷
光
弘2008

「
第
二
章　

華
岡
青
洲
門
人
大
森
泰
輔
／
第
三
節　

大
森
泰
輔
の
生
い
立
ち
、

第
四
節　

華
岡
家
「
合
水
堂
」
へ
の
入
門
、第
五
節　

華
岡
家
「
春
林
軒
」
に
お
け
る
医
学
修
業
、

第
六
節　

帰
国
後
の
医
療
活
動
、
第
七
節　

画
人
と
し
て
の
大
森
泰
輔
」
島
根
大
学
附
属
図

書
館
医
学
分
館
大
森
文
庫
出
版
編
集
委
員
会
編
『
華
岡
流
医
術
の
世
界
│
華
岡
青
洲
と
そ
の

門
人
た
ち
の
軌
跡
│
』、
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
、
四
六
│
一
二
六
ペ
ー
ジ

出
雲
の
医
家
大
森
泰
輔
の
人
間
観
と
学
問
観
（
田
中
則
雄
）

－ 145 －



九

田
中
則
雄2008a

「
第
二
章　

華
岡
青
洲
門
人
大
森
泰
輔
／
第
八
節　

文
化
人
と
し
て
の
大
森

泰
輔
」
島
根
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
大
森
文
庫
出
版
編
集
委
員
会
編
『
華
岡
流
医
術
の

世
界
│
華
岡
青
洲
と
そ
の
門
人
た
ち
の
軌
跡
│
』、
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
、
一
二
七
│
一
三
六
ペ
ー

ジ田
中
則
雄2008b
「
道
話
雑
記　

天
・
地
」（
Ｃ
Ｄ
、
二
○
○
七
年
度
島
根
大
学
萌
芽
研
究
プ

ロ
ジ
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ク
ト
成
果
物
）
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   OMORI Taisuke (1771-1857), physician and educator in Izumo, celebrated human dignity in his poems. 

He attained such humanistic attitudes toward learning based on Neo-Confucianism ("Heart Learning").
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